
【栄養・食生活】
指 標 設定理由

現状値
【出典】

目標値
【目標年度】

目標値設定の考え方

20～60歳代男性の
肥満者の割合 健康さっぽろ21（第二次）において目標に達し

ておらず、肥満は循環器疾患や糖尿病等の生
活習慣病の発症との関連が強いことから引き
続き指標と設定

健康さっぽろ21（第二次）において目標に達し
ておらず、若い女性のやせは骨量減少、低出生
体重児出産との関連が強いことから引き続き
指標と設定

子どもの肥満は成人期の肥満、生活習慣病発
症の要因になり得るため、保護者に対し、「食」
の大切さについての正しい知識の普及に取り
組む必要があることから、指標として設定

高齢者の適切な栄養摂取は、生活の質の向
上、身体機能、生活機能の維持に重要な要素
であり、高齢者の低栄養の予防に取り組む必
要があるため、指標として設定

食塩の過剰摂取は高血圧、胃がんの要因とな
るため指標と設定

健康さっぽろ21（第二次）において目標に達し
ておらず、また野菜、果物の摂取量の増加は体
重コントロールに重要な役割があり、循環器疾
患等の予防に効果があるため、引き続き指標
と設定

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事は、良好
な栄養摂取量、栄養状態につながることから
指標として設定

朝食は、良好な栄養摂取量、栄養状態につな
がることから指標として設定（男女とも若い世
代に欠食が多い）

現状値に対し、健康日本
21（第三次）の目標値に
おける減少率14.5％分
を除した値

健康日本21（第三次)の
目標値

健康日本21（第三次)の
目標値

第４次札幌市食育推進
計画の目標値

第４次札幌市食育推進
計画の目標値

35.8%
【令和4年健康づくりに
関する市民意識調査】

31％未満
【令和18年度
（2036年度）】

40～60歳代女性の
肥満者の割合

20歳代女性のやせ
の人の割合

児童・生徒における
肥満傾向児の割合
（小学５年生）

低 栄 養 傾 向（ＢＭＩ
20以下）にある65
歳以上の割合

食塩の1日あたり平
均摂取量

野菜の1日あたり平
均摂取量

17.0%
【令和４年健康づくりに
関する市民意識調査】

15％未満
【令和18年度
（2036年度）】

現状値に対し、健康日本
21（第三次）の目標値に
おける減少率28％分を
除した値

第二次成育医療等基本
方針の目標値(中間評価
で再検討)

24.8%
【令和４年健康づくりに
関する市民意識調査】

18％未満
【令和18年度
（2036年度）】

17.3%
【令和4年札幌市健康・
栄養調査】

13％未満
【令和18年度
（2036年度）】

9.5ｇ
【第４次札幌市食育推進
計画】

８ｇ以下
【令和９年度
（2027年度）】

284ｇ
【第４次札幌市食育推進
計画】

350ｇ以上
【令和９年度
（2027年度）】

第４次札幌市食育推進
計画の目標値

49.2%
【第４次札幌市食育推進
計画】

60%以上
【令和９年度
（2027年度）】

第４次札幌市食育推進
計画の目標値

37.5%
【第４次札幌市食育推進
計画】

30％以下
【令和9年度
（2027年度）】

健康日本21（第三次)の
目標値

果物の１日あたり平
均摂取量

主食、主菜、副菜を
組み合わせた食事を
する人の割合(１日２
回以上）

朝食を欠食する若い
世代の割合（20歳代
～30歳代）

99.2ｇ（生果）
【令和4年札幌市健康・
栄養調査】

200ｇ
【令和18年度
（2036年度）】

男子8.4%
女子5.2%
【令和５年度身体計測値
集計】

減らす
【令和18年度
（2036年度）】

1 札幌市健康づくり推進協議会による計画の推進

保健医療関係機関や学識経験者、市民委員等で組織する「札幌市健康づくり推進協議

会」において、計画を推進していきます。

2 計画の進行管理と評価

毎年度、計画に掲げる施策の進行状況等を把握・評価し、次年度の施策につなげます。

また、2030年（令和12年）度を目途に、計画の進捗状況、社会状況の変化等を踏まえて

中間評価を行い、必要に応じて計画の見直しを行います。
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